
c o m p a n y  n e w s l e t t e r

2020年７月号

第23回 港南防災ネットワーク定期総会開催

港南防災ネットワーク便り

令和２年６月20日、第23回 港南防災ネットワーク定期総会は
新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、例年の開催とは形式を
変え書面にて執り行いました。
加盟団体および協力団体の皆様にはご理解とご協力を賜り、

感謝申し上げます。

表 決 結 果 (構成員総数 １０８名 表決数 １０８ 名)

＊第１号議案 令和元年度活動報告 ＊第４号議案 役員・会計監査改選（案）

賛 成 １０８ 名 反 対 ０ 名 賛 成 １０８ 名 反 対 ０ 名

＊第２号議案 令和元年会計決算報告 ＊第５号議案 令和２年活動計画（案）

賛 成 １０８ 名 反 対 ０ 名 賛 成 １０８名 反 対 ０ 名

＊第３号議案 令和元年度会計監査報告 ＊第６号議案 令和２年度予算（案）

賛 成 １０８名 反 対 ０ 名 賛 成 １０８名 反 対 ０ 名

飯塚会長

役員 ＆ 会計監査 紹介

会 長 飯塚 則男

•シティハイツ港南防災会

副会長 南 かほる

•港南三丁目第２市街地住宅自治会防災会

副会長 塚田 幸雄

•都営港南四丁目住宅３号棟

副会長 渡邉 暁

•パークホームズ品川ザレジデンス管理組合

会計監査 小川 敬三

•パークタワー品川ベイワード

会計監査 松丸 日出夫

•都営港南四丁目第２アパート自治会

事務局長 千葉 清美

•TOKYO  SEASOUTHブランファーレ防災対策委員会

会 計 神野 千代美

•シティハイツ港南防災会

会 計 西野 喜久江

•コスモポリス品川防災会

＊『避難所における新型コロナウイルス感染症への更なる対応について 』

http://www.bousai.go.jp/pdf/hinan_korona.pdf

＊『新型コロナウイルス感染症対応避難所運営訓練 in 熊本県益城町』

https://youtu.be/S-Mf8vmYfYs

＊『新型コロナウイルス・避難所生活お役立ちサポートブック』

http://jvoad.jp/guideline/
＜避難生活＞
•新型コロナウイルス 避難生活お役立ちサポートブック第2版修正版

関連情報



新型コロナウイルスの影響下における
避難生活の大前提

●災害発生後に、水害による浸水や地震による津波、家屋倒壊の危険性がない
場合は、感染リスクの低い自宅（在宅避難）や親せき宅など「少人数・個別空
間」での避難を優先させましょう。

●やむを得ず避難所へ避難しなければならない方々に対しても、できる限り
「少人数・個別空間」が確保される必要があります。
そのために、大勢が集まる指定避難所だけではなく、ホテル・旅館等の宿泊施
設へ避難をするという選択肢も考えてみましょう。

●指定避難所やそれ以外の場所
(在宅･車中泊など)に避難して
いて、生活の困りごとや不安
のある人に対しては、行政だ
けではなく、地域のいろいろ
な団体や、地域住民らの連携
によって支援ができる体制も
考えておきましょう。

●大前提として、避難所に感染源を持ち込まないための体調チェックは大切で
す。避難所に入る前に体温を測ったうえで「発熱」「せき」「強いだるさ」と
いった症状が出ていないか受付で聞き取りをします。避難所で過ごす場合は、
その後も継続して体調をチェックしましょう。感染症を防ぐためにも、各自が
＜避難所に持っていくもの＞として下記のような備えをしておきましょう。

●避難所でどう過ごすか考えて！
新型コロナウイルスの影響で
地域や学校では訓練ができな
くなっているところもありま
す。感染リスクを減らすため
にどのような対策ができるか、
家族で話し合ったり、必要な
ものを備えたりしてイメージ
トレーニングをしておくこと
が大切だと話しています。

＊引用文献
（JVOAD/JVOAD避難生活改善に関する専門委員会）
（NHK 新型コロナと災害 避難はどうする？）
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